	固定資産の現所有者申告書


	　　年　　月　　日

丸森町長　殿

固定資産（土地・家屋）の所有者が死亡等したため、地方税法第３４３条第２項に規定する「現に所有している者（現所有者）」（相続人等）として、丸森町町税条例第７４条の３の規定に基づき、下記のとおり申告します。
なお、地方税法第９条の２（賦課徴収及び還付に関する書類を受領すること）に基づく相続人代表者としても届け出ます。

	現所有者
（相続人等）
の代表者
	ふりがな
	
	所有者
との続柄
	

	
	氏名（名称）
	　
	
	

	
	生年月日
	　　　　　年　　　　月　　　　日
	性別
	男・女

	
	住所（所在地）
	〒

	
	電話番号
	（　　　　　）
	相続割合
	／

	
	個人番号
町内住所の方は
記入不要です。
	

	所有者
（被相続人等）
	ふりがな
	
	生年月日
	　　　　年　　月　　日

	
	氏名（名称）
	
	
	

	
	死亡等時の住所
（居所・所在地）
	〒


	
	死亡等年月日
	　　　　　年　　　月　　　日

	代表者以外の
現所有者
（相続人等）
	ふりがな
	所有者
との続柄
	相続
割合
	住　　　所

	
	氏　名
	
	
	

	
	
	
	／
	〒

	
	
	
	
	

	
	
	
	／
	〒

	
	
	
	
	

	
	
	
	／
	〒

	
	
	
	
	

	
	
	
	／
	〒

	
	
	
	
	

	
	
	
	／
	〒

	
	
	
	
	


※　現に所有している者（現所有者）とは、所有者（被相続人等）が死亡等したことによってその固定資産を賦課期日（１月１日）現在所有することになる者（地方税法第３４３条第２項の規定）で、主として法定相続人がこれに該当します。相続登記が完了するまでは、相続人全員の共有資産になるため各相続人は連帯して納税義務を負うことになります（民法第８９８条及び地方税法第１０条の２の規定）。
※　法定相続人以外が代表者となる場合は、遺言書等の写しを添付してください。
※　相続放棄の手続きが済んでいる場合は、相続放棄申述受理通知書の写しを添付してください。
※　持ち分が法定相続割合と異なる場合は、遺産分割協議書作成等の写しを添付してください。

※　この申告は、相続等を確定するものではなく、法務局での相続登記等が完了するまでの間、納税義務者の代表を現所有者（相続人等）の中から確定するものであり、登記が優先されます。相続登記等は、法務局への申請が必要です（詳細は仙台法務局大河原支局へお問い合わせください）。
※　提出期限は、現所有者であることを知った日の翌日から３か月以内であり、丸森町町税条例第７４条の３の規定で「現所有者申告書」の提出が義務化されています。正当な理由なく申告しない場合は、地方税法第３８６条及び丸森町税条例第７５条の規定により過料を科されることがあります。
※　登記されていない未登記家屋を所有されていた場合は、この申告とは別に、未登記家屋の所有者変更届を提出してください。
